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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成30年3月15日(2018.3.15)

【公開番号】特開2016-145383(P2016-145383A)
【公開日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-048
【出願番号】特願2015-22437(P2015-22437)
【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｄ  11/04     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  11/06     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  11/18     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  17/00     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  21/16     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  21/18     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   1/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｄ   11/04     　　　Ｇ
   Ｃ２５Ｄ   11/06     　　　Ｃ
   Ｃ２５Ｄ   11/18     ３０１Ｄ
   Ｃ２５Ｄ   17/00     　　　Ａ
   Ｃ２５Ｄ   21/16     　　　Ｂ
   Ｃ２５Ｄ   21/18     　　　Ｄ
   Ｃ２５Ｄ   21/18     　　　Ｆ
   Ｃ２５Ｂ    1/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月30日(2018.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルミニウムまたはアルミニウム合金を陽極酸化処理液中で陽極酸化処理することによ
り表面に細孔を形成する陽極酸化工程と、その後、封孔処理液中で細孔表面を封孔処理す
る封孔工程とを有するアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法であって、
　該陽極酸化処理液、或いは該陽極酸化処理液及び封孔処理液の酸化還元電位が＋１．５
～＋３．５Ｖであることを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方
法。
【請求項２】
　請求項１において、前記陽極酸化処理液及び封孔処理液がリン酸、シュウ酸、酢酸、硫
酸、ホウ酸及びフッ酸よりなる群から選ばれる１種又は２種以上を含むことを特徴とする
アルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法。
【請求項３】
　請求項１又は２において、電解処理、酸化剤の添加、及び高い酸化還元電位を有する液
の添加のいずれか１以上の手法により、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極酸化処理液
及び封孔処理液の酸化還元電位を＋１．５～＋３．５Ｖに調整することを特徴とするアル
ミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法。
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【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項において、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極酸化
処理液及び封孔処理液の循環処理、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極酸化処理液及び
封孔処理液の一過式添加、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極酸化処理液及び封孔処理
液へのガス吹き込み、のいずれか１以上の手法により、前記陽極酸化処理液、或いは前記
陽極酸化処理液及び封孔処理液の酸化還元電位を＋１．５～＋３．５Ｖに調整することを
特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項において、前記陽極酸化処理液の温度が０～３０℃、
酸濃度が５０～３００ｇ／Ｌ、酸化剤濃度が１～３０ｇ／Ｌで、陽極酸化処理時の印加電
圧が１０～３０Ｖであり、
　前記封孔処理液の温度が６０～９０℃、酸濃度が３５０～１，６００ｇ／Ｌ、酸化剤濃
度が２～１５ｇ／Ｌであり、非通電下で封孔処理することを特徴とするアルミニウムまた
はアルミニウム合金の表面処理方法。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項において、前記陽極酸化処理液及び封孔処理液が硫酸
と過硫酸を含有することを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方
法。
【請求項７】
　請求項６において、前記陽極酸化処理液の硫酸濃度が５０～２００ｇ／Ｌで、過硫酸濃
度が２～２０ｇ／Ｌであり、前記封孔処理液の硫酸濃度が３５０～１，６００ｇ／Ｌで、
過硫酸濃度が２～１５ｇ／Ｌであることを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合
金の表面処理方法。
【請求項８】
　請求項６又は７において、前記硫酸を含有する陽極酸化処理液及び封孔処理液を過硫酸
生成用電解セルに循環流通させて電解処理することにより過硫酸を含有させることを特徴
とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法。
【請求項９】
　請求項６又は７において、前記陽極酸化処理液及び封孔処理液が硫酸と過酸化水素とを
混合することにより過硫酸を生成させてなることを特徴とするアルミニウムまたはアルミ
ニウム合金の表面処理方法。
【請求項１０】
　請求項６又は７において、前記陽極酸化処理液及び封孔処理液が硫酸とオゾンとを混合
することにより過硫酸を生成させてなることを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウ
ム合金の表面処理方法。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれか１項において、前記アルミニウムまたはアルミニウム合
金が、厚さ１ｍｍ以上のアルミニウム基材またはアルミニウム合金基材であることを特徴
とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法。
【請求項１２】
　請求項１ないし１１のいずれか１項に記載のアルミニウムまたはアルミニウム合金の表
面処理方法により表面処理されてなるアルミニウム基材。
【請求項１３】
　アルミニウムまたはアルミニウム合金膜を陽極酸化処理液中で陽極酸化処理することに
より表面に細孔を形成する陽極酸化手段と、該細孔が形成されたアルミニウムまたはアル
ミニウム合金の細孔表面を封孔処理液中で封孔処理する封孔手段とを有するアルミニウム
またはアルミニウム合金の表面処理装置であって、
　該陽極酸化処理液、或いは該陽極酸化処理液及び封孔処理液の酸化還元電位を＋１．５
～＋３．５Ｖに調整する手段を有することを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム
合金の表面処理装置。
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【請求項１４】
　硫酸含有処理液を貯留するための処理槽と、該処理槽内においてアルミニウムまたはア
ルミニウム合金と対面配置された陰極とを有するアルミニウムまたはアルミニウム合金の
表面処理装置において、該処理槽内の硫酸含有処理液が循環される、過硫酸生成用電解セ
ルを備えたことを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
［１］　アルミニウムまたはアルミニウム合金を陽極酸化処理液中で陽極酸化処理するこ
とにより表面に細孔を形成する陽極酸化工程と、その後、封孔処理液中で細孔表面を封孔
処理する封孔工程とを有するアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法であっ
て、該陽極酸化処理液、或いは該陽極酸化処理液及び封孔処理液の酸化還元電位が＋１．
５～＋３．５Ｖであることを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理
方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
［３］　［１］又は［２］において、電解処理、酸化剤の添加、及び高い酸化還元電位を
有する液の添加のいずれか１以上の手法により、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極酸
化処理液及び封孔処理液の酸化還元電位を＋１．５～＋３．５Ｖに調整することを特徴と
するアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
［４］　［１］ないし［３］のいずれかにおいて、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極
酸化処理液及び封孔処理液の循環処理、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極酸化処理液
及び封孔処理液の一過式添加、前記陽極酸化処理液、或いは前記陽極酸化処理液及び封孔
処理液へのガス吹き込み、のいずれか１以上の手法により、前記陽極酸化処理液、或いは
前記陽極酸化処理液及び封孔処理液の酸化還元電位を＋１．５～＋３．５Ｖに調整するこ
とを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理方法。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
［１３］　アルミニウムまたはアルミニウム合金膜を陽極酸化処理液中で陽極酸化処理す
ることにより表面に細孔を形成する陽極酸化手段と、該細孔が形成されたアルミニウムま
たはアルミニウム合金の細孔表面を封孔処理液中で封孔処理する封孔手段とを有するアル
ミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理装置であって、該陽極酸化処理液、或いは該
陽極酸化処理液及び封孔処理液の酸化還元電位を＋１．５～＋３．５Ｖに調整する手段を
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有することを特徴とするアルミニウムまたはアルミニウム合金の表面処理装置。
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